










要約:小児心身症に関する手引きの検討を行い、過敏性腸症候群に関する手引き作成を行

った。手引きは、保護者用と心身医学を専門としない一般医師用の 2種類を作成した。最

初に手引き案を作成、一般小児科外来を受診した保護者に、字句・表現の分かりにくさ等

に関しアンケート調査を行った。さらに、過敏性腸症候群の子どもを持つ保護者に対して、

手引きの有用性についてアンケートを行った。アンケートでは、97%の人が全体としては

分かりやすいと回答していたが、語句に関しては医療現場で日常的に使用されるごく一般

的な用語に関しても意味不明との回答があり、一般向けの疾患手引きを作る困難さが伺わ

れた。一方、過敏性腸症候群児の保護者では、その 90%が手引きを有用と回答していた。

そこで、こうしたアンケート結果をもとに手引きの訂正を行い完成版を作成した。


